
 1 

ま

ち

と

公

民

館

の

再

生

に

臨

む

 

―

赤

平

市

の

人

々

の

挑

戦

―

 

 
 

本

誌

編

集

委

員

会

本

号

担

当

 
 
 
 
 
 

 

昨

年

二

〇

〇

七

年

三

月

、

北

海

道

赤

平

市

は

財

政

問

題

か

ら

赤

平

公

民

館

を

休

館

と

し

た

。
三

階

建
（

一

九

九

九

㎡

）

の

大

型

施

設

だ

っ

た

同

館

は

、

一

九

七

四

年

に

赤

平

市

で

は

じ

め

て

建

て

ら

れ

た

公

民

館

だ

っ

た

が

、

老

朽

化

し

、

維

持

費

も

か

か

っ

た

。

そ

こ

で

二

〇

〇

三

年

か

ら

こ

の

運

営

を

受

託

し

て

い

た

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

赤

平

市

民

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

は

、

市

か

ら

休

館

を

告

げ

ら

れ

た

と

き

、

市

財

政

を

お

も

ん

ば

か

り

、

旧

施

設

の

存

続

に

は

こ

だ

わ

ら

な

か

っ

た

。

し

か

し

、

新

た

な

拠

点

場

所

を

探

し

、

二

〇

〇

七

年

四

月

、

旧

信

用

金

庫

（

平

屋

）

を

無

料

で

借

り

て

、

自

分

た

ち

の

力

で

、
「

ま

ち

な

か

公

民

館

“

ラ

ビ

カ

館

”
」

を

発

足

さ

せ

た

。

 

 

市

民

活

動

支

援

を

行

う

市

民

団

体

が

、

公

民

館

に

こ

だ

わ

っ

て

、

み

ず

か

ら

公

民

館

の

設

置

・

運

営

に

乗

り

出

す

そ

の

背

景

に

は

ど

ん

な

「

自

治

」

意

識

が

あ

る

の

だ

ろ

う

か

。

公

民

館

と

自

治

の

関

係

は

ど

の

よ

う

に

と

ら

え

ら

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

。

そ

の

あ

た

り

を

つ

か

み

た

い

。

そ

ん

な

思

い

で

私

た

ち

は

自

主

設

置

か

ら

一

年

経

っ

た

「

ま

ち

な

か

公

民

館

」

を

六

月

中

旬

に

訪

問

し

た

。

 

「

ま

ち

な

か

公

民

館

」

と

そ

の

周

辺 

Ｊ

Ｒ

札

幌

駅

か

ら

急

行

で

一

時

間

弱

。

滝

川

駅

で

乗

り

換

え

、

一

時

間

に

一

本

、

一

車

両

の

根

室

本

線

に

乗

っ

て

一

五

分

。

の

ど

か

な

風

景

の

な

か

赤

平

駅

に

降

り

る

と

見

事

な

駅

舎

が

待

っ

て

い

る

。

こ

れ

が

二

〇

〇

三

年

に

オ

ー

プ

ン

し

た

六

階

建

の

「

交

流

セ

ン

タ

ー

み

ら

い

」
（

三

二

九

六

㎡

）
（

貸

部

屋

専

門

）
。

財

政

危

機

が

深

刻

に

な

る

前

に

着

工

さ

れ

た

。「
ず

い

ぶ

ん

綺

麗

で

、

大

き

な

建

物

で

す

ね

え

」

と

い

う

私

た

ち

の

感

想

に

、

車

で

迎

え

に

き

て

く

だ

さ

っ

た

神

田

さ

ん

は

「

こ

れ

が

で

き

た

と

き

市

民

に

は

賛

否

両

論

あ

っ

た

が

、

現

在

は

喜

ば

れ

大

い

に

活

用

さ

れ

て

い

る

」

と

語

っ

た

。

 

「

ま

ち

な

か

公

民

館

」

は

こ

の

「

み

ら

い

」

す

な

わ

ち

赤

平

駅

舎

か

ら

芦

別

方

面

に

国

道

を

歩

い

て

一

０

分

。

国

道

沿

い

に

あ

る

。

特

別

な

改

装

は

な

く

、

信

用

金

庫

の

雰

囲

気

が

そ

の

ま

ま

残

っ

て

い

る

。

一

八

㎡

、

二

五

㎡

の

個

室

、

金

庫

室

、

四

二

㎡

の

フ

ロ

ア

ー

を

も

ち

、

今

、

金

庫

室

は

倉

庫

、

一

八

㎡

の

個

室

は

資

料

室

と

し

て

利

用

。

活

動

に

は

主

に

広

め

の

フ

ロ

ア

ー

が

利

用

さ

れ

て

い

る

。

こ

こ

は

複

数

団

体

の

同

時

使

用

を

可

能

と

す

る

た

め

、

当

初

、

仕

切

り

壁

の

な

い

ま

ま

区

画

を

設

定

し

、

使

用

区

画

に

応

じ

て

使

用

料

を

安

く

し

た

（

新

年

度

は

区

画

を

撤

廃

し

た

。
）
。

入

り

口

か

ら

み

て

左

手

前

に

厨

房

つ

き

カ

ウ

ン

タ

ー

が

あ

り

、

喫

茶

コ

ー

ナ

ー

と

し

て

の

経

営

が
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有

志

に

任

さ

れ

て

い

る

。

左

手

壁

際

に

は

、

コ

ピ

ー

機

、

パ

ソ

コ

ン

な

ど

Ｎ

Ｐ

Ｏ

所

有

で

、

団

体

の

使

用

に

供

す

る

機

材

が

並

ぶ

。

 
訪

問

し

た

時

に

は

玄

関

に

「

そ

ら

ち

炭

鉱

の

ま

ち

第

一

回

写

真

コ

ン

テ

ス

ト

入

賞

作

品

」

群

が

パ

ネ

ル

展

示

さ

れ

て

い

た

。

フ

ロ

ア

ー

の

入

り

口

に

は

市

民

団

体

作

製

物

品

を

納

め

た

ガ

ラ

ス

シ

ョ

ー

ケ

ー

ス

が

あ

る

。「
地

産

地

消

」
の

考

え

で

展

示

販

売

し

て

い

る

。

そ

の

上

に

は

使

用

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

表

や

た

く

さ

ん

の

チ

ラ

シ

が

並

ぶ

。

右

奥

、

窓

際

に

は

炭

鉱

資

料

収

集

保

存

会

所

有

の

パ

ソ

コ

ン

等

機

材

が

置

か

れ

て

い

た

。 

「

ま

ち

な

か

公

民

館

」

の

す

ぐ

裏

に

は

、

広

い

駐

車

場

を

構

え

た

文

化

会

館

が

あ

り

、

そ

の

先

に

は

赤

平

市

立

図

書

館

が

見

え

る

。

文

化

会

館

（

三

三

六

二

㎡

）

は

一

九

六

七

年

に

建

設

さ

れ

、

本

格

的

な

大

ホ

ー

ル

を

も

つ

。

炭

鉱

産

業

が

活

発

だ

っ

た

頃

に

は

多

様

な

文

化

事

業

が

開

催

さ

れ

、

周

辺

自

治

体

か

ら

も

た

く

さ

ん

の

観

客

を

集

め

た

。

オ

ペ

ラ

が

上

演

さ

れ

た

こ

と

も

あ

っ

た

。

し

か

し

市

財

政

の

問

題

か

ら

冬

季

休

館

と

な

り

、

今

年

い

よ

い

よ

通

年

休

館

が

決

定

し

た

。
市

民

が

実

行

委

員

会

を

立

ち

上

げ

、
「

フ

ィ

ナ

ー

レ

特

別

公

演

」
を

行

う

こ

と

に

な

り

、
現

代

座
「

約

束

の

水

」

の

上

演

を

次

週

に

控

え

、

こ

の

日

は

久

々

に

開

く

ホ

ー

ル

の

掃

除

に

大

勢

の

市

民

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

が

集

ま

っ

て

い

た

。

こ

の

文

化

会

館

の

一

室

に

は

市

史

編

纂

室

も

あ

っ

た

が

、

冬

季

休

館

で

史

料

整

理

の

活

動

が

し

に

く

く

な

り

、

大

量

の

関

連

史

料

は

今

「

ま

ち

な

か

公

民

館

」
の

個

室

に

保

管

さ

れ

て

い

る

。 

事

業

展

開

 

「

ま

ち

な

か

公

民

館

」

に

な

り

職

員

無

配

置

、

資

金

繰

り

の

厳

し

さ

等

、

運

営

環

境

が

大

き

く

変

っ

た

が

、
講

座

な

ど

の

事

業

は

ど

う

な

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。 

運

営

受

託

時

代

と

大

き

く

違

う

の

は

、

継

続

講

座

の

合

間

に

実

施

し

て

き

た
「

チ

ャ

レ

ン

ジ

事

業

」
を

、

今

は

中

心

に

す

え

て

展

開

で

き

る

こ

と

だ

と

い

う

。

二

〇

〇

七

年

度

は

、
市

か

ら

の

補

助

金

三

〇

万

円
（

公

民

館

講

座

費

）
を

活

用

し

て
「

ヒ

グ

マ

を

学

ぶ

」
「
『

ニ

ー

ム

』
の

利

用

を

考

え

る

講

座

」
「

散

策

し

な

が

ら

解

説

つ

き

キ

ノ

コ

講

座

」
「

住

吉

獅

子

舞

の

歴

史

を

学

ぶ

」「
あ

な

た

の

財

布

を

狙

う

巧

妙

な

手

口

を

知

る

消

費

者

講

座

」
「

手

前

み

そ

づ

く

り

」
「

住

吉

獅

子

舞

を

保

存

・

継

承

す

る

講

座

」
「

春

の

 

ラ

・

ラ

 

コ

ン

サ

ー

ト

」
「

赤

平

市

健

康

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

」
の

九

つ

を

実

施

し

た

。

こ

れ

と

別

に

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

「

本

体

」

事

業

と

し

て

、
他

の

市

民

活

動

事

業

へ

の

参

加
・
協

力

、

外

部

か

ら

の

報

告

依

頼

へ

の

対

応

な

ど

の

ほ

か

、「
住

吉

獅

子

舞

」
の

継

承

へ

の

支

援

、
「

朝

鮮

人

強

制

連

行

遺

骨

返

還

」

の

た

め

の

募

金

活

動

・

法

要

、
「

中

国

研

修

生

受

入

れ

」

講

座

を

実

施

。

年

度

末

に

は

「

庶

民

の

底

力

」

活

動

を

開

始

し

、

こ

れ

は

今

年

度

に

引

き
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継

が

れ

て

い

る

。

 

こ

れ

ら

の

事

業

は

従

来

通

り

Ｎ

Ｐ

Ｏ

の

会

議

で

企

画

実

施

が

決

め

ら

れ

て

い

る

。

メ

ン

バ

ー

の

得

意

と

す

る

分

野

が

生

か

さ

れ

る

一

方

、

メ

ン

バ

ー

外

の

市

民

か

ら

持

ち

込

ま

れ

る

課

題

・

ア

イ

デ

ア

も

柔

軟

に

受

け

と

め

て

い

る

。

 

例

え

ば

、

赤

平

市

唯

一

の

無

形

文

化

財

、

住

吉

獅

子

舞

に

関

す

る

事

業

は

、

地

元

、

赤

平

高

校

部

活

動

で

の

継

承

が

部

員

減

少

に

よ

っ

て

困

難

に

な

っ

た

と

い

う

話

が

伝

わ

り

、

支

援

の

た

め

に

実

施

さ

れ

た

。

「

朝

鮮

人

強

制

連

行

遺

骨

返

還

」

関

連

事

業

は

「

強

制

連

行

」

の

歴

史

を

調

べ

て

い

る

教

師

か

ら

相

談

を

受

け

、

慎

重

に

話

し

合

っ

た

末

、

事

業

展

開

を

決

断

し

た

。
「

中

国

研

修

生

受

け

入

れ

」

講

座

は

、

受

け

入

れ

て

い

る

地

元

事

業

者

の

、

研

修

生

に

日

本

の

文

化

に

触

れ

る

機

会

を

与

え

て

あ

げ

た

い

と

い

う

願

い

を

受

け

と

め

た

。

な

お

住

吉

獅

子

舞

へ

の

支

援

活

動

は

マ

ス

コ

ミ

が

取

り

上

げ

て

話

題

と

な

り

、

部

員

が

増

え

て

部

活

動

に

よ

る

継

承

が

復

活

し

た

。

 

自

治

体

の

施

策

を

に

ら

ん

だ

事

業

も

意

識

的

に

企

画

し

て

い

る

。
「

健

康

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

」
は

市

の

「

赤

平

市

健

康

増

進

計

画

」

の

実

質

化

を

意

図

し

て

企

画

さ

れ

た

。
「

庶

民

の

底

力

」

活

動

は

、

二

〇

〇

八

年

度

決

算

如

何

で

「

財

政

再

生

団

体

」

に

陥

る

と

い

う

市

財

政

の

危

機

を

見

据

え

て

発

案

さ

れ

た

「

今

こ

そ

 

庶

民

の

底

力

！

 

市

民

に

何

が

出

来

る

か

 

私

達

が

出

来

る

こ

と

を

話

し

合

っ

て

み

ま

せ

ん

か

」

と

呼

び

か

け

た

。

こ

こ

か

ら

病

院

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

の

活

動

が

す

で

に

具

体

化

さ

れ

て

い

る

。

 

 

「

市

民

活

動

」

支

援

―

は

じ

ま

り

と

ひ

ろ

が

り

―

 

｢

ま

ち

な

か

公

民

館

」
誕

生

ま

で

の

流

れ

を

遡

れ

ば

、

そ

の

は

じ

ま

り

は

「

市

民

活

動

支

援

グ

ル

ー

プ

‘

み

ら

い

二

一

’
」

の

発

足

に

あ

る

。

九

〇

年

代

末

、

赤

平

市

役

所

職

員

だ

っ

た

二

人

が

職

場

で

回

覧

さ

れ

た

案

内

を

手

に

自

発

的

に

参

加

し

た
「

土

曜

講

座

｣

（

北

海

道

町

村

会

が

一

九

九

五

年

か

ら

企

画

実

施

し

た

北

海

道

地

方

自

治

土

曜

講

座

）
で

、
「

こ

れ

か

ら

の

ま

ち

づ

く

り

は

市

民

が

主

役

。

そ

れ

を

具

体

化

す

る

の

が

Ｎ

Ｐ

Ｏ

だ

」

と

の

話

に

感

銘

を

受

け

、

市

民

と

し

て

Ｎ

Ｐ

Ｏ

を

つ

く

り

た

い

と

考

え

た

。

こ

の

夢

を

周

囲

に

語

り

、

九

九

年

三

月

に

グ

ル

ー

プ

発

足

準

備

会

を

開

催

し

た

。

し

か

し

呼

び

か

け

に

集

ま

っ

た

人

た

ち

の

思

い

は

さ

ま

ざ

ま

だ

っ

た

よ

う

だ

。

現

Ｎ

Ｐ

Ｏ

理

事

長

の

佐

藤

智

子

さ

ん

も

そ

こ

に

参

加

し

て

い

た

が

、

む

し

ろ

「

交

流

セ

ン

タ

ー

‘

み

ら

い

’
」

の

活

用

と

い

う

具

体

的

な

提

案

の

方

に

共

鳴

し

た

。

札

幌

に

い

か

な

く

て

も

こ

の

赤

平

で

大

学

の

講

座

な

ど

、

多

様

な

生

涯

学

習

の

機

会

を

も

て

る

と

い

い

と

思

っ

て

い

た

か

ら

だ

。
 

ま

た

、

グ

ル

ー

プ

の

活

動

が

は

じ

ま

っ

た

当

初

、



 4 

「

い

っ

し

ょ

に

活

動

し

ま

せ

ん

か

」

と

い

う

働

き

か

け

に

、

既

存

市

民

団

体

か

ら

は

「

あ

な

た

た

ち

が

私

た

ち

の

活

動

に

参

加

す

れ

ば

い

い

」

と

い

う

反

応

だ

っ

た

。

公

民

館

に

つ

い

て

も

、

受

託

運

営

を

開

始

し

て

は

じ

め

て

、

利

用

者

と

の

密

接

な

つ

な

が

り

が

う

ま

れ

、

単

な

る

貸

館

と

は

ち

が

う

「

公

民

館

」

の

存

在

が

意

識

さ

れ

て

い

っ

た

よ

う

だ

。

 

 

と

こ

ろ

で

私

た

ち

は

訪

問

二

日

目

に

、「
ま

ち

な

か

公

民

館

」

を

定

期

的

に

利

用

し

て

い

る

炭

鉱

資

料

収

集

保

存

会

の

方

々

に

も

お

話

を

伺

う

こ

と

が

で

き

た

。

炭

鉱

会

社

、

労

働

組

合

、

議

会

を

担

っ

て

き

た

方

々

だ

。

炭

鉱

産

業

が

活

発

だ

っ

た

頃

の

企

業

と

行

政

と

の

独

特

の

関

係

、

活

発

だ

っ

た

労

働

運

動

・

文

化

運

動

の

様

子

、

炭

鉱

閉

山

の

過

程

と

企

業

誘

致

の

努

力

・

難

し

さ

等

々

、

今

日

ま

で

の

市

史

の

一

端

を

伺

う

こ

と

が

で

き

た

。
近

く

の

住

友

赤

平

炭

鉱

立

坑

櫓

、

住

友

赤

平

小

学

校

の

旧

校

舎

を

利

用

し

た

赤

平

市

炭

鉱

歴

史

資

料

館

に

も

案

内

し

て

い

た

だ

い

た

。

財

政

問

題

で

予

定

外

の

施

設

で

の

展

示

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

と

の

説

明

だ

っ

た

が

、

た

く

さ

ん

の

教

室

を

活

用

し

て

の

多

角

的

な

展

示

は

当

時

の

様

子

を

十

分

伝

え

て

い

る

。

こ

の

グ

ル

ー

プ

は

現

在

、

市

史

編

纂

時

に

収

集

さ

れ

た

史

料

を

活

用

し

、

赤

平

の

炭

鉱

史

を

写

真

で

構

成

す

る

Ｄ

Ｖ

Ｄ

の

作

成

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

既

に

一

つ

の

作

品

を

完

成

さ

せ

、

そ

の

売

れ

行

き

が

よ

く

、

収

益

を

、

補

助

金

を

支

出

し

て

く

れ

た

市

と

作

業

場

所

を

提

供

し

て

く

れ

た

Ｎ

Ｐ

Ｏ

に

二

〇

万

円

ず

つ

寄

付

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

市

民

の

発

案

、

活

動

を

生

か

し

た

こ

う

い

う

資

金

循

環

こ

そ

目

指

し

た

い

と

神

田

さ

ん

は

コ

メ

ン

ト

し

て

い

た

。

 

 

「

自

治

」

を

体

現

す

る

真

摯

な

議

論

 

市

民

活

動

「

共

同

事

務

所

」

の

場

所

確

保

と

抱

き

合

わ

せ

で

は

じ

め

た

公

民

館

受

託

運

営

か

ら

、

必

要

性

を

感

じ

て

の

自

主

設

置

へ

と

展

開

し

た

今

も

な

お

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

メ

ン

バ

ー

間

で

、
「

公

民

館

」
の

と

ら

え

方

に

は

違

い

が

あ

る

よ

う

だ

。

調

理

室

ほ

か

多

様

な

設

備

を

も

っ

て

い

た

公

民

館

が

な

く

な

っ

て

み

て

改

め

て

、

多

様

な

活

動

が

そ

れ

ら

の

設

備

に

支

え

ら

れ

て

い

た

こ

と

や

集

ま

る

場

所

の

重

要

さ

を

痛

感

し

た

と

い

う

感

想

の

一

方

で

、

施

設

は

学

校

他

の

空

き

施

設

を

使

え

ば

い

い

、
肝

心

な

の

は

自

主

的

な

地

域

活

動

、
「

自

治

公

民

館

」

が

理

想

だ

と

の

意

見

も

聞

い

た

。

 

ま

ち

の

具

体

的

な

施

策

に

つ

い

て

も

当

然

、

メ

ン

バ

ー

間

で

意

見

が

分

か

れ

る

。

閉

店

が

増

え

て

き

た

商

店

街

へ

の

大

店

舗

誘

致

施

策

が

抱

え

る

二

つ

の

側

面

（

商

店

街

活

性

化

へ

の

期

待

と

関

連

店

舗

が

被

る

窮

地

）
を

め

ぐ

り

厳

し

い

議

論

が

交

わ

さ

れ

て

い

た

。 
「

自

分

が

幸

せ

に

な

り

た

い

か

ら

、

ま

ち

を

よ

く

し

た

い

」「
市

民

は

も

っ

と

自

分

た

ち

で

活

動

し

て

い

く

べ

き

だ

」
。
そ

ん

な

主

張

と

、
具

体

的

な

出

来

事

に
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素

直

な

疑

問

を

ぶ

つ

け

つ

つ

、

さ

ま

ざ

ま

な

ア

イ

デ

ア

を

具

体

化

し

て

い

く

活

動

。

こ

れ

ら

が

交

流

し

な

が

ら

、
こ

の

Ｎ

Ｐ

Ｏ

は

動

い

て

い

る

よ

う

に

み

え

る

。 

 

「

団

体

自

治

」

の

機

能

さ

え

失

い

か

ね

な

い

危

機

に

直

面

し

て

い

る

赤

平

市

。

し

か

し

そ

の

な

か

で

、

こ

れ

ま

で

の

活

動

に

よ

っ

て

育

ま

れ

た

信

頼

関

係

の

下

、

世

代

、

立

場

の

違

う

人

々

が

、

問

題

に

真

摯

に

向

き

合

い

、

意

見

を

た

た

か

わ

せ

、

活

動

を

展

開

し

て

い

く

姿

に

は

、

厳

し

い

情

勢

の

中

か

ら

育

ま

れ

る

市

民
「

自

治

」
の
‘

み

ら

い

’
を

感

じ

さ

せ

ら

れ

る

。

そ

し

て

そ

こ

に

「

公

民

館

」

と

い

う

言

葉

が

絡

ま

っ

て

い

る

。

公

民

館

が

も

つ

、
「

自

治

」

と

つ

な

が

る

本

来

の

度

量

の

広

さ

で

あ

ろ

う

か

。

こ

の

中

で

、

赤

平

の

人

々

は

、

こ

れ

か

ら

一

体

ど

ん

な

「

公

民

館

」

を

生

み

出

し

、

提

起

し

て

く

れ

る

の

か

。

そ

の

発

信

に

注

目

し

て

い

き

た

い

。

 

※

Ｎ

Ｐ

Ｏ

理

事

長

佐

藤

智

子

さ

ん

、

事

務

局

長

神

田

隆

さ

ん

、

理

事

多

田

豊

さ

ん

、

新

出

郁

子

さ

ん

と

、

炭

鉱

史

料

収

集

研

究

会

関

係

者

の

方

お

二

人

に

、

六

月

一

五

日

、

一

六

日

に

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

文

責

 

荒

井

容

子

）

 

 
 


